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1. はじめに
絶え間ない混乱と変動によって形成されるサプライチェーンの
環境において、不確実性が新たな現実であり、自動車・ト
ラック業界はそれに適応する必要があります。メーカーは何年
もサプライヤーに依存してきたが、一貫して提供できない場合
があり、原材料やオペレーションのコストは高騰し、顧客の期
待は高まり、需要が日ごとに大きく変動しています。

クローバルサプライチェーンに影響する不確実性のレベルは前
例のないものですが、メーカーが直面している課題は何年も
前から水面下に潜んでいました。インフレやコスト圧力は着実
に増大しており、全般的に予測不能でリスクを伴っています。
現在の違いは、バリューネットワーク全体の予測不能性が無
視できない状態になったことです。自動車・トラックのメーカーを
含むあらゆる種類のグローバルビジネスは、不確実性の終焉
を待つことをやめる必要があります。代わりに、オペレーションを
変革して回復力と柔軟性を求めるべきです。このガイドではは、
再考したプロセス、システム、構造によって自動車・トラックメー
カーが課題と機会の両方に対応する方法をご紹介します。高
度なサプライチェーンテクノロジーの全般的な状況について、さ
らには、現在だけでなく、デジタル化がますます進む将来の両
方においても、リードタイム、配送の信頼性、キャパシティ使用
率などの主要指標を改善する方法もご説明します。

当然ながら、すべての企業に独自性があるため、先進テクノロ
ジーの適用方法もそれぞれ異なります。しかし普遍的な真実
は存在します。新たなリスクや課題に直面したとき、透明性、
柔軟性、接続性の向上に向けて大きく歩み始める必要があ
ります。適切な一般的手法とテクノロジーソリューションを特定
することは、コストの削減、サービスの向上、回復力の最大化
などの利点の達成に向けて製造オペレーションを変革する重
要な最初の一歩です。

2. 自動車業界、トラック業界、
重機業界で新たに生じる課題
サプライチェーンのパフォーマンスを最大化するため、メーカーは
リードタイムと配送の信頼性を最適化する一方で、市況の変
化によって元の計画の調整が必要になる場合に備えて高度
な柔軟性を維持する必要があります。収益を得ながら迅速に
方向転換を行う能力の大部分は、生産計画、在庫管理、
物流計画などの主要活動をサポートするビジネスプロセスに
依存します。

現在、自動車・トラックのメーカーの大部分は、静的で反復
可能なプロセスに頼ってこれらを推進しています。その結果、
同じタイプの混乱に繰り返し遭遇し、調整を行ったとしても事
前対処的でなく事後対応的で、本当の効果をもたらすタイミ
ングを逃すこともあります。

明らかに、変更が必要です。車両メーカーはプロセスを生き返
らせて、柔軟で俊敏なワークフローを作成する必要があります。
つまり、新しい情報に迅速に適応し、計画担当者が戦略的
な方法で、その場で計画や再計画を策定できるワークフロー
です。この機能がないと、メーカーは、コストやサービスに悪影
響を及ぼしても、同じ混乱解決プロセスを際限なく繰り返し
続けます。

混乱が車両メーカーに圧力をかけ続けると、柔軟なキャパシ
ティ計画はかつてないほど重要性を増します。進行中の混乱
に十分迅速に適応できなければ、サービスのレベルが低下し、
膨大なコスト超過が発生する可能性があるため、瞬時の柔
軟性が成否を分ける命題になります。自動車・トラックのメー
カーには、最適な新規計画プロセスが必要です。これによって、
回復力、速度、および対応を図るよう構築します。

自動車メーカーに
とって不確実性は
新たな現実



ビジネスプロセスとシステムの統合

他と無関係に存在するビジネスプロセスは当然ありません。最
高のレベルを提供するには、高度なテクノロジーシステムによっ
てプロセスを成立させ、有効化する必要があります。メーカー
が制度的な知識とプロセスのノウハウを発展させ、非常に柔
軟な生産計画と在庫管理のプロセスを作成した場合でも、
既存のシステムに適切かつ完全に統合していなければ、最大
限の価値はもたらされません。従来、この種のプロセスとシステ
ムの統合では、計画担当者と IT 専門家は、包括的なプロ
セスマッピングから開始し、適切なワークフローと機能をテクノロ
ジーの基盤に組み込んでいきます。

残念ながら、多くの車両サプライチェーンは基本的なビジネス
プロセスを旧式のシステムに依存しており、大きな変更に対応
するためのスマートな最新ワークフローをもたらす機能がこれら
では対応できない場合があります。更新可能なシステムで
あっても、おそらく、自動車・トラックのメーカーがすべての新し
いプロセスとワークフローを既存のテクノロジーシステムにマッピ
ングすることはできません。

その結果、変化する状況にメーカーが理論的に適応できても、
現実には旧式ソフトウェアの制約に縛られています。たとえば、
最適な料金の貨物輸送力を確保するための新しいシステム
には、主要機能が必要です。自動車・トラックのメーカーで旧
式システムの近代化を進めている場合でも、複雑なデータの
移行に苦慮していることが多くあります。全社的に大規模な
調整を行うことはすぐにコスト高になりかねません。

一部のメーカーは前述したような、ある種の一枚岩的な ERP
を採用することで対応していますが、これにもそれなりのリスク
があります。これらはモジュール式や軽量に構築されないため、
多くは真の柔軟性を発揮するのが困難です。また、さまざまな
部門が ERP システムを実際のニーズに適応できずに、結局
は他のシステムと統合されていない「シャドー IT」を探すことに
なります。その結果、新しいビジネスプロセスはバリューチェーン
の1つのタッチポイントとしては機能しますが、それ以外では他
のビジネスと完全に隔離され、分断してしまいます。メーカーがある

領域の柔軟性によって得た付加価値が、次のタッチポイントで
は失われ、プロセス変革の視点から見ると振り出しに戻ってし
まうことになります。

ネットワーク構造の最適化

世界的なパンデミックや自然災害、サプライヤーの倒産や新た
な関税まで、私たちはサプライチェーン管理や物流の世界で、
悲観的なさまざまな出来事を目にしてきました。バリューチェー
ン全体で、何百もの出来事が、極めて入念に検討された計
画を混乱させる恐れがあります。

今日の急速に変化する環境で成功するには、新しくて柔軟
なプロセスとシステムがますます必要になります。しかし、新しい
システムやプロセスでも、自動車・トラックのメーカーを成功させ
るのに十分ではない可能性があります。どうやらサプライチェー
ンネットワーク全体を根本から考え直す必要がありそうです。

メーカーは、古いサプライチェーン構造に依存するのではなく、
自社のプロセスやシステムが、工場や大規模ネットワークといっ
た物理的な世界でおきていることとどのように統合されるかを
再考する必要があります。部品と完成品の納入と出荷の流
れは、メーカーがリアルタイムな商品輸送の追跡管理に役立
つデジタルデータストリームに統合される必要があります。物流
ネットワークではリアルタイムの情報が必要ですが、旧式システ
ムの中には、必要なリアルタイム接続とデータ転送を必要な
処理速度でサポートできないものがあります。新しいプロセス
のオペレーションを可能にできなければ、メーカーの改善活動
は間違いなく失敗します。

多くの場合、この問題は、多くの最新のサプライチェーン IT エ
コシステムの複雑な状況によって悪化します。一枚岩なエン
タープライズリソース計画 (ERP) ソリューションを備えたメー
カーはともかく、大部分の企業はさまざまなソリューションやアプ
リケーションの寄せ集めに頼っています。あるものは最新で最
先端なのに、あるものは古く、実際の適応力が欠如している
ため、出荷が進行中でも輸送経路の変更が必要になったりし
ます。

新しい計画の
最適化によって
節約できる
コストの割合は
10～20%



分散型と異種混在型の
システムによって
削減できる IT コストの
割合は最大で
15%

既存のネットワーク構造は固定したルートやツアーには十分か
もしれませんが、現代の連動したバリューチェーン用に適してい
ません。ネットワーク全体が効果的にデジタル化されて初めて、
自動車・トラックのメーカーは高度な分析やその他のテクノロ
ジーを使用して、ネットワークの全拠点を最新のプランニングフ
ロー向けに最適化できます。

このレベルのデジタル化を達成するには、最新の技術革新
(モノのインターネット (IoT) デバイスやその他のスマートなト
ラッカーなど) を導入することが役立ちますが、メーカーがどのよ
うな手法をとるにせよ、ネットワーク全体が物理的な現実を正
確に反映するデジタル空間に存在することが重要です。自動
車・トラックのメーカーは、手動の分析、直感、人間の認知を
を超え、インテリジェントで事前対処的で、数学的に最適なシ
ステムを構築する必要があります。

こうした作業はすべて、来るべき大きなイベントの前哨戦にす
ぎません。インダストリー4.0とロジスティクス4.0のシステムは、
より最新のスマートなテクノロジーで稼働します。自動車業界
のリーダー企業は、既に自律制御のスマート工場、輸送用の
電動車両、客先納品用のスマートな e トラック、二酸化炭
素排出量を追跡する環境対応テクノロジーなどの技術革新

を実装しています。こうした高度な機能は、分散型の物流計
画構造と緊密に統合され、以前よりはるかに対応力が高くな
ります。

多くの物流・生産ネットワークがこれらの要素を組み込むように
変化すると、サプライチェーン・パートナーシップの特性もまた、
それに合わせて適応させていかなければなりません。車両は所
有ではなく、リースによってますます一般的になり、稼働率はよ
り流動的になります。生産計画担当者は、製造実行に投入
される個々の部品数を制限して、中断のリスクを軽減します。
すべての部品は、短期的なパートナーシップによってより柔軟
に調達されます。

これらの機能は未来の出来事に見えますが、既にしばらく前
から開発が始まっています。これらの導入が必要な理由は、
現在目の当たりにしているサプライチェーンの混乱の頻度と規
模の拡大です。グローバル経済全体に再編の可能性があり
ますが、新しい市場が成長して、既存の市場が変化するにつ
れて、おそらくそれは収束します。つまり、ネットワーク構造は短
期的には変化し、長期的には柔軟性を維持する必要があり
ます。

人員の削減キャパシティの適応

スループット
時間柔軟性 配送の信頼性新しい

ビジネスプロセス 不安定性

プロセスとシステムの適応

製造業でのコスト要因

さまざまな影響により部分的に徹底的な調整が必要：プロセス、システム、キャパシティ



3. 絶え間ない混乱にグローバル企業が適応する方法

前述したように、トラック自動車業界における最初の一歩は、
新しいビジネスプロセスを確立して、現在の市場の現実に適
切に対応することです。しかし実際にどのようなものでしょう
か？

ひとつは、標準化されたサプライチェーンのワークフローを抜本
的に合理化し、透明性を高め、動的にすることです。生産プ
ログラムの計画時に、自動車メーカーは、説明可能な人工知
能 (AI) を使用して、多様な視野とパラメータに基づいてさま
ざまな計画の効果を可視化し、スケジュールと順序付けを行
います。静的なプランニングフローに繋がった極度の複雑さに
対応するために、高度なテクノロジーに頼ることができます。計
画プロセスのデジタル化は、精度が上がるだけでなく、透明性
が高まり手作業が軽減されます。

新しいプロセスの構築時には、効率性とコスト削減が最終目
的であることを忘れてはなりません。メーカーは計画調整の優
先順位をその場で決める必要があります。潜在的な機会を
特定した時点で、節約を実現することができるからです。新し
い状況になったときにもリアルタイムにプロセスを実行する必要
があります。

自動車・トラックのメーカーは、よりスマートで将来を見据えた
販売能力計画から開始するかもしれません。毎年同じ量を
生産したり、最新の需要数量に基づいて生産調整するので
はなく、計画担当者がデジタルプロセスを使用して予測を改
善し、スマートで即応性の高い需給計画を作成できます。最
終的に、供給ストリームの上流から下流までさまざまなソース
からのデータを統合する必要があります。予測を改善するため
に設計された分析アルゴリズムを活用することで、計画担当
者は、各工場の生産能力を、予想される需要に対して相対
的に可視化し、最適な道筋を特定することができます。

その生産能力を実際の受注に合わせることで、コスト最適化
への道が開け、10～20% 節約できる可能性が生まれます。

主要プロセスを再定義すると、自動車メーカーは適切な情報
に基づいた予想を立て、スマートかつ透明性の高い方法で運
用することができます。部品や機器の利用状況と需要との関
係性を把握していないために、生産能力を直前に慌てて増
強するのではなく、メーカーは新規の受注を確認し、必要な
能力を柔軟な方法で即座に確保できます。結果として無駄

が減り、機械のアイドル時間が削減されることで持続可能性
が向上し、業務効率が向上します。この2つの要因がコスト削
減に大きく貢献します。

生産のスロッティング、シーケンシング、スケジューリングのワーク
フローは、対応力の高いデジタルシステムにおいて、以下のよ
うに再構築できます。

• オーダースロッティングやシーケンシングシステムは、製造可
能性や顧客のニーズを満たす完成品を最終的に提供す
るための正確な詳細を含む、生産稼動に適用されるすべ
ての関連する制限やパラメータを取り込みます。

• この情報を手にした計画担当者は、さまざまなシナリオと
考えられる結果を可視化し、完成品のトラックや自動車へ
の最適な道筋を選択できます。 これには何らかの円滑化
と安定化が必要な場合があります。

• 新たな状況が発生したとき、同じシステムが警告を発し、
計画担当者はシステムで直接再スケジューリングを開始で
きます。同じシステムが再計画プロセスを強化するので、
メーカーは価値を維持して注文の充足を順調に進行でき
ます。

コスト圧力は上昇を続けており、
効率性主導による節約の重要性を
誇張するのは難しい



クラウド
コンピューティングと
SaaS は
かつてないほど
重要になる

スロッティングとシーケンシングのフローの可視性を高めることで、
計画担当者はサプライチェーンを安定させてリードタイムを短
縮できるようになり、スループットの向上、変更作業の削減、
予測不能な部品不足による混乱の軽減、設定時間の最適
化が促進されます。この結果、生産性が5～10% 以上向
上します。

リードタイムが短縮するので、メーカーはこの向上した生産性
を活用して資本投入額を低くし、在庫を大幅に削減できます。
サプライチェーンの混乱に対する回復力が向上するので、メー
カーは、計画外の特別キャンペーンなどのイベントで、最大
90% のコスト削減を達成できます。さらに、想定外の状況が
発生した場合にも、配車担当者や管理者による対策会議や
戦略会議の時間も短縮できします。当然ながら、世界中の
あらゆる最適化は、実際の結果によってのみ価値が決まりま
す。こうした成果の測定は極めて重要です。このため、車両
メーカーは、主要業績評価指標 (KPI) の追跡とレポート生
成のためのデータを収集するビジネスプロセスを必要としていま
す。前述したような種類のデジタル進歩を続けると、理想的に
自動化されるので、計画担当者は過去の実行を評価するだ
けでなく、将来の計画を改善する力を得ることができます。動
的な調整も可能になり、物流コストと人件費が10～20%
削減され、コストのかかる特別な工程や緊急の対策会議も
削減されます。

4. 分散型デジタルシステムで
スマートな計画プロセスを
強化する方法
このガイドに示すビジネスプロセスの進化は野心的に映るかも
しれません。この変革は、長年それぞれの方法で行われてきた
製造業ビジネスを大きく変化させます。

しかし適切なロジックが適用できれば、このビジョンは達成可
能です。ビジネスプロセスは、具体的な成果をもたらには、適
切なシステムやテクノロジーと統合される必要があります。これ
らのシステムでは、サプライチェーン全体のビジョンをユーザーに
共有させるため、統一性と一貫性を備える必要があります。
また、将来性のあるテクノロジーの上に構築される必要があり
ます。

つまり、クラウドコンピューティングやサービスとしてのソフトウェア
(SaaS) のような技術革新が、かつてないほど重要性を増し
ています。クラウドはインダストリー4.0で最も頻繁に挙げられる
柱の1つです。これによって、拡張性がある分散型アプリケー
ションが強化されるので、メーカーは全体的な可視性を向上
できます。

もちろん、新しいシステムが単に最新テクノロジーに基づくだけ
では話になりません。適切なテクノロジーをベースにする必要が
あります。問題の多い旧式アプリケーションの更新を数年とい
う短期間のうちに強いられることのない、真に将来性が確保さ
れているプラットフォームやシステムです。クラウドと SaaS のソ
リューションは、本質的にデジタル変革を強化できます。異な
るタッチポイントのアプリケーションが効果的に統合されない場
合に生じる分断化を軽減できるからです。

当然ながら、どんな新しいシステムでも、機能とコストのバラン
スをとることが成功の秘訣です。自動車、トラック、重機の
OEM メーカーは、真新しいシステムでも、実際にサプライ
チェーンのコストを大幅に削減しないものに大金を払うことを望
みません。サポート対象プロセスのコスト削減の可能性と導入
対象システムとの間で緊密な整合性が必要です。一部のテク
ノロジー (異種混在、分散型、クラウド) では15～30% も
のコスト削減が示されることを念頭に置き、導入の可能性が
あるソフトウェアには一連のKPI を定義しておくことが役に立ち
ます。同様に、メーカーは社内の IT 機能 (稼働維持管理、
アップグレード、移行など) への負担を減らすことで、完全に社
内でIT 管理を行う場合に比べて15% のコスト削減を達成
できます。



適切なプロセスに
よって道が開ける
生産性向上の
割合は少なくとも
5～10%

適切なサプライチェーン構造の構築

メーカーがどのような新たなテクノロジーやプロセスを導入しよう
とも、メーカー独自の日々のサプライチェーンの現実が、コスト
の削減やオペレーションの効率化などの利点がどの程度実現
できるかを左右します。テクノロジーを利用したビジネスプロセ
スの助けを得て、生産キャパシティの最適化シナリオや動的な
物流ルート再選択の機会を特定できますが、適切な生産・
物流ネットワークが整備されていなければ、それらは単なる仮
説のままです。

ここで説明したような最適化によって、人員の削減や物流コス
トの低減という形で10～20% のコスト削減ができることを考
慮すると、適切なネットワーク構造の重要性は明らかです。

適切なネットワーク構造が整備されているかどうか、どうやって
見分けるのでしょうか？これは単純です。ネットワークは透明
性を最大化するように設計されていますか？必要なデータを
タイムリーな方法で提供するよう設定されていますか？新しい
情報や新しい状況が発生したときに適応できますか？物流や
生産のキャパシティを最適化してコストを削減できますか？

これらの質問に「はい」と答えられれば、スマートで未来志向の
バリューチェーンをサポートする適切な構造が整備されていま
す。そうでない場合、生産工場、倉庫、クロスドック、トラック、
ハブなどのネットワーク要素の調整、統合、接続に関して作業
が必要です。グローバルサプライチェーンの変化の速度は上昇
し続けているため、これらを優先的に取り組むことが、自動車
メーカーが競争力を保つ上でますます欠かせません。



自動車・トラックのメーカーが製造プロセスを変革する際、以
下のような多くの持続可能な手段がコスト節減のために役立
ちます。

1. 生産性の向上：スマートなシーケンシング、円滑化、ス
ループット向上、サプライチェーンの安定化による部品不
足や変更作業の防止、設定時間や色調変更の軽減な
どにより、5～10% 以上か大抵はさらなる生産性向上
ができます。

2. 資本投入額の低減：在庫量やスループット時間の軽減
により低減します。通常は、20% 以上の在庫量削減が
可能で、それ以上の可能性もあります。

3. 柔軟で動的なキャパシティの調整：生産・物流ネット
ワークで実現 (人件費や物流コストなどの軽減によって、
10～20% 以上のコスト削減が可能) 。

4. 物流コストの削減：特別な行程や変更発生時の追加
処理など。計画外の特別キャンペーンについて最大90%
のコスト削減ができます。

5. 人件費の削減：対策本部、特別な会議、上申にかか
る費用の削減。変動が発生すると、配車担当者や管理
者は日常業務の30% 以上をこうした活動に費やしてい
ます。デジタル化によって、メーカーはこうした労力の削減
や再配置を行います。

6. IT コストの削減：異種混在で分散化されたシステムに
よるコストの削減。並行開発によって、冗長なシステムを
排除して、高コストの社内サポートを節減できます。IT シ
ステムの初期状態によっては、30% 以上のコスト削減が
可能です。

7. 社内 IT 運用コストの削減：コスト効率が高くて将来
性があるクラウドシステムにより、社内対応やサポートなど
の維持費を削減し、アップグレードや移行のプロジェクトで
費用と支出を削減します。通常は、社内 IT と比較して
IT コストを15% 以上削減可能です。

5. Blue Yonder が柔軟な
サプライチェーン変革をサポート
する方法
ここまでのすべての説明を少し疑わしく感じたとしても、心配は
無用です。Blue Yonder には、このような取り組みをサポー
トするために設計された、実績あるソリューションが数多くありま
す。当社のソリューションは、透明性を高めて無駄のない変革
を推進するように設計されています。回復力が高く混乱の影
響を受けにくい俊敏なプロセス、システム、構造をお客様が構
築できるよう支援します。その結果、新規課題への動的手法
とサプライチェーンを包括的に見通す力がもたらされ、メーカー
はコストを適切に把握して管理できます。トラックと自動車の
メーカーに必要なことは、個別のミッションを追求する最良の
方法を見つけて、中核業務への対応力を発展させ、コストの
最適化を継続的に実行し、最終的には競争力を強化するこ
とです。

Blue Yonder の柔軟なモジュール方式で連携するソリュー
ションによって、メーカーが組織の内部で起きていることをよりよ
く理解するために必要なサポートを提供します。これによりメー
カーは、新しいレベルの透明性を活用し、さらにスマートで柔
軟で効率性の高いオペレーションを行うことが出来ます。言う
までもなく、コストは大幅に削減され、サービスのレベルも向上
します。
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参考情報：

1. 今日の自動車産業と製造業の課題に Blue 
Yonder が対応する方法

2. 最適な生産計画とスケジューリングを単一の工場
や複数の工場に策定する

3. 自動車産業と製造業においてサプライチェーンの回
復力と俊敏性で成功を推進

Blue Yonder のソリューションに関する詳細はこちら
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